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No.256 令和７年５月１日
広報の発行は、5月・8月・11月・2月の年 4回です。

◆発行／北海道美幌町議会　◆編集／議会運営委員会

　総務福祉常任委員会が調査した鳥取県

伯
ほう

耆
き

町の取組事例をもとに、議員全員で議

論を行い、美幌町で取り組むべき優先度の

高い政策として、認知症の早期発見と早期

予防の取組強化について、町へ提言書を提

出しました。

３月３１日　認知症予防対策の強化を町へ提言
３月定例会のあらまし

こんなことを聞きました

事務調査結果を報告しました

町民に見える議会活動を目指して

こんなことを決めました



■オホーツク町村公平委員会委員
　佐

さ

藤
とう

　明
あけ

美
み

　氏（再）任期：令和７年４月１日から令和11年３月31日まで（４年間）
■美幌町固定資産評価審査委員会委員
　城

しろ

　　裕
ひろ

幸
ゆき

　氏（再）任期：令和７年３月26日から令和10年３月25日まで（３年間）
■人権擁護委員
　杢

もく

師
し

美
み わ こ

和子　氏（再）任期：令和７年７月１日から令和10年６月30日まで（３年間）
　白

しら

石
いし

眞
ま

知
ち こ

子　氏（再）任期：令和７年７月１日から令和10年６月30日まで（３年間）
■副町長の選任
　矢

や

萩
はぎ

  浩
ひろし

　氏（新）任期：令和７年４月１日から令和11年３月31日まで（４年間）
■教育委員会教育長
　小

こ

室
むろ

　保
やす

男
お

　氏（新）任期：令和７年４月１日から令和７年８月31日まで（前任者の残任期間）

定例会 新年度予算、条例改正などを審議3月
３月定例会のあらまし

町長の行政報告 (要旨 )

人　事　案　件

　町長から行政報告を受けた後、議会提出案件として経済教育常任委員会事務調査結果報告を行い、
美幌町議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正を審議し、原案どおり可決しました。その後、
町提出案件としてオホーツク町村公平委員会委員の選任、美幌町固定資産評価審査委員会委員の選任、
人権擁護委員候補者の推薦、令和６年度関連議案として町道路線の一部変更、補正予算を審議し、原
案どおり可決しました。続いて、令和７年度関連議案を一括上程し、町政執行方針と教育行政執行方
針が示された後、議員１名（松浦）が一般質問に登壇し、みどりの村再整備基本設計などについて活
発な議論が交わされました。
　議員５名（馬場・伊藤・木村・宮崎・横山）が一般質問に登壇し、中小企業等への支援、外国人労
働者の住宅確保、ＤＸ推進計画、「みどりの食料システム戦略」における美幌町の取組、観光でのま
ちづくりに向けた取組などについて活発な議論が交わされました。
　議員４名（大原・稲垣・髙橋・大江）が一般質問に登壇し、屈斜路カルデラトレイルルート、美幌
駐屯地の支援、有害鳥獣駆除対策、ごみ処理の広域化・中間処理などについて活発な議論が交わされ
ました。その後、各担当部長から新年度関連議案について説明を受けました。
　各担当部長等から新年度関連議案について説明を受けた後、休憩中に各議員が新年度予算案に対す
る疑問点を整理しました。
　休憩中に各議員が新年度予算案に対する疑問点を整理し、関係部局へ資料を要求しました。
　議決休会とし、各議員が資料を要求したものに対して関係部局が資料を作成しました。
　新年度予算案など議案に対する質疑を行った後、会派等審議を行いました。
　会派等審議を行った後、新年度関連議案の表決が行われ、すべて原案どおり可決しました。その後、
追加議案（副町長の選任、教育委員会教育長の任命、美幌町長等の給与等に関する条例の一部改正、
令和６年度一般会計補正予算）を審議し、原案どおり可決しました。続いて、２件の意見書案を可決
し、専決処分及び定期監査報告などの報告を受け、議会提出案件として議会運営委員会事務調査結果
報告を行った後、美幌町議会会議規則の一部改正を審議し、原案どおり可決しました。最後に、各常
任委員会からの「閉会中の継続調査」の申し出を承認して、全日程を終了し閉会しました。

4日

5日

6日

7日

10、11日
12、13日
14、17、18日
19日

■ご寄附
　去る令和６年10月14日、東京都八王子市にお住いの前

まえかわ

川貴
たか

行
ゆき

様から、芸術文化の振興に役立てていただきた
いと、動物写真パネル97点（2,906万円相当）をご寄贈いただきました。
　ご厚志をありがたくお受けし、ご趣旨に沿って活用してまいります。

こんなことを決めました

会期は16日間で閉会

選任及び任命の同意並びに推薦の決定をしました。

令和７年５月１日発行 No .２５６び ほ ろ 町 ぎ か い
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条例制定・改正

指定管理者の指定

原案どおり可決しました。主な内容は次のとおりです。

原案どおり可決しました。（　）内が選定された指定管理者

令和7年度関連議案

■美幌町附属機関に関する条例の一部改正
　刑法の一部改正により、懲役及び禁固を新たな自由刑として拘禁刑に単一化されることになったため、所要の改
正を行うもの
■美幌町行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の一部改正
　情報通信技術を活用した行政の推進等に関する法律の一部改正に伴い、引用する条項の整備が必要となること
から、所要の改正を行うもの
■美幌町職員の給与に関する条例の一部改正
　育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の一部改正による子の範囲の拡大及
び病院の救急業務にあたる職員にかかる救急呼出待機手当を支給するため、また、刑法の一部改正により懲役及
び禁固を新たな自由刑として拘禁刑に単一化されることになったため、所要の改正を行うもの
■美幌町手数料徴収条例の一部改正
　脱炭素社会の実現に資するための建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律等の一部を改正する法律の
施行に伴い、確認申請等の手数料区分及び額を改正するもの
■美幌町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定
　児童福祉法の一部改正により、乳児等通園支援事業が本格導入されることに伴い設備及び運営の基準に関する
必要事項を定めるため、新たに条例を制定するもの
■美幌町一時預かり事業の実施に関する条例の一部改正
　児童福祉法の一部改正により、乳児等通園支援事業が本格導入されることに伴い所要の改正を行うもの
■美幌町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
　栄養士法の一部改正により、栄養士の配置を求めていた規定について所要の改正を行うもの
■�美幌町水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例
の一部改正

　水道法施行令及び水道法施行規則の一部改正により、布設工事監督者及び水道技術管理者の資格要件について、
所要の改正を行うもの
■美幌町長等の給与等に関する条例の一部改正［追加議案］
　１市５町で構成する斜網地区廃棄物広域化推進協議会において、中間処理施設の建設場所として選定した予定地
が撤回となり、中間処理施設建設予定地（大空町東藻琴）検証委員会より関係市町すべての首長に政治的な責任
があると報告されたことから、その報告を認め、町長の令和７年４月支給分の給与を10％減額するために改正

■地域集会室（各自治会）
■美幌町地域用水広報館（美幌町地域用水広報館運営委員会）
■農作業準備休憩施設（各自治会）
　※指定期間：令和７年４月１日から令和１１年３月３１日まで（４年間）

地域用水広報館

　
議員提出により条例・規則を改正
■美幌町議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正
　刑法の一部改正により懲役及び禁錮を新たな自由刑として拘禁刑に単一化されること及び番号の利用等に
関する法律の一部改正に伴い引用する条項の整備が必要となることから、所要の改正を行うもの
■美幌町議会会議規則の一部改正［追加議案］
　定例会及び臨時会の会議時間について、円滑な議事運営を図る観点から令和７年４月１日より「午前１０時か
ら午後４時まで」を「午前９時３０分から午後４時３０分まで」に改正するもの

３月定例会に議員から提出された条例改正などはすべて
原案どおり可決しました。主な内容は次のとおりです。

令和７年５月１日発行 No .２５６び ほ ろ 町 ぎ か い
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こんなことを決めました令和7年度当初予算

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
支
援
事

業
補
助
金

（
１
５
０
万
円
）

問　

対
象
年
齢
45
歳
未
満

の
考
え
方
は
。

答　

４
月
策
定
予
定
の

「
第
３
期
美
幌
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
の
一
つ
の
方
向
性

で
あ
る
「
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

の
強
力
推
進
」
に
基
づ
く

も
の
で
あ
り
、
生
産
年
齢

人
口
の
獲
得
を
図
る
事
業

で
あ
る
こ
と
か
ら
移
住
者

の
年
齢
要
件
を
45
歳
未
満

と
し
て
い
る
。

公
共
交
通
運
転
手
業
務

委
託
料

（
１
９
５
８
万
３
千
円
）

問　

運
転
手
確
保
の
見
通

し
は
。

答　

現
時
点
で
候
補
者
は

把
握
し
て
い
な
い
が
、
募

集
方
法
を
工
夫
し
な
が
ら

運
転
手
確
保
に
努
め
た

い
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ

ム
構
築
業
務
委
託
料

（
７
９
９
万
６
千
円
）

問　

事
業
内
容
は
。

答　

美
幌
町
の
基
幹
シ
ス

テ
ム
か
ら
地
方
公
共
団
体

情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
で
準

備
し
て
い
る
サ
ー
バ
ー
へ

デ
ー
タ
を
送
信
し
、
そ
こ

か
ら
各
コ
ン
ビ
ニ
へ
デ
ー

タ
送
信
さ
れ
、
各
コ
ン
ビ

ニ
で
設
置
さ
れ
て
い
る
キ

オ
ス
ク
端
末
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
る
こ

と
で
住
民
票
、
印
鑑
証
明

書
な
ど
の
証
明
書
が
交
付

さ
れ
る
。

地
域
力
実
態
状
況
調
査

業
務
委
託
料

（
８
７
６
万
５
千
円
）

問　

事
業
内
容
は
。

答　

町
民
や
近
隣
自
治
体

住
民
を
含
め
購
買
動
向
を

把
握
し
、
本
町
の
商
圏
規

模
や
ニ
ー
ズ
の
可
視
化
に

取
り
組
み
、
後
年
度
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や
企
業

誘
致
活
動
に
活
用
す
る
ほ

か
、
観
光
分
野
や
移
住
施

策
な
ど
町
の
今
後
の
施
策

検
討
の
基
礎
資
料
と
し
て

活
用
す
る
。

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
委

託
料

（
６
８
２
万
２
千
円
）

問　

事
業
内
容
は
。

答　

65
歳
以
上
で
歩
行
困

難
な
方
、
身
体
に
障
が
い

が
あ
る
方
で
一
般
交
通
機

関
の
利
用
及
び
家
族
の
移

送
が
困
難
な
方
が
移
送

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
、

利
用
者
の
通
院
の
際
に
自

宅
ま
た
は
在
宅
福
祉
施
設

か
ら
町
内
の
病
院
間
を
移

送
用
車
輛
に
て
送
迎
す

る
。
透
析
患
者
を
除
き
月

３
回
ま
で
利
用
可
能
で
、

利
用
料
は
無
料
で
あ
る
。

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ

イ
ル
導
入

（
45
万
円
）

問　

事
業
内
容
は
。

答　

子
ど
も
の
発
達
の
様

子
や
こ
れ
ま
で
受
け
て
き

た
支
援
の
情
報
を
保
護
者

が
記
録
し
て
い
く
も
の

で
、
保
護
者
と
関
係
機
関

が
子
ど
も
の
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
で
、
出
生
か
ら

育
ち
、
就
学
し
、
就
職
す

る
ま
で
切
れ
目
な
く
一
貫

し
た
支
援
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
見
守
り
、
支
え
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
作
成
す

る
。

一
般
会
計１

４
２
億
９
６
０
万
８
千
円

民　
生　
費

衛　
生　
費

総　
務　
費

第
Ⅳ
期
埋
立
処
分
場
整
備
、旭
団
地

建
設
、公
共
施
設
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
の
施

設
整
備
、義
務
教
育
学
校
の
整
備
促

進
に
か
か
る
経
費
、こ
ど
も・子
育
て

政
策
の
拡
充
、行
政
事
務・手
続
き
に

お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
な
ど

 

令
和
７
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ
る
歳

入
の
現
象
が
懸
念
さ
れ
る
中
、高
齢
化
の
進

展
に
伴
う
社
会
保
障
関
連
経
費
や
物
価
高

騰
、労
務
・
資
材
単
価
の
上
昇
等
に
よ
る
各

種
経
費
の
増
加
な
ど
、さ
ら
に
厳
し
い
財
政

状
況
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
が
、第
６
期
美

幌
町
総
合
計
画
に
お
け
る
施
策
の
推
進
及

び
第
３
次
美
幌
町
財
政
運
営
計
画
に
沿
っ

た
予
算
編
成
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
慎
重
な
行
財
政
運

営
を
意
識
し
な
が
ら
も
、町
民
ニ
ー
ズ
の

把
握
と
、そ
の
必
要
性
や
事
業
効
果
を
十

分
検
証
し
、地
域
経
済
の
活
性
化
や
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
、重
点
課
題
へ

の
対
応
な
ど
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
予
算

編
成
を
行
っ
た
結
果
、一
般
会
計
予
算
は
、

１
４
２
億
円
と
過
去
最
大
の
予
算
規
模
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、一
般
会
計
の
主
な
予
算
質
疑

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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令和7年度当初予算

て
ん
菜
生
産
奨
励
事
業

補
助
金

（
９
３
６
万
円
）

問　

事
業
内
容
は
。

答　

国
で
は
需
要
の
高
い

作
物
へ
の
転
換
を
支
援
す

る
補
助
事
業
を
実
施
し
て

お
り
、
作
付
転
換
が
進
む

中
、
肥
料
の
価
格
高
騰
や

猛
暑
に
よ
る
高
温
性
病
害

が
発
生
し
収
量
・
糖
度
と

も
大
き
く
減
少
し
た
。
そ

の
対
策
と
し
て
防
除
回
数

が
増
加
し
て
い
る
た
め
、

一
部
を
支
援
し
作
付
面
積

の
維
持
及
び
生
産
性
の
向

上
を
図
る
。

苗
木
安
定
供
給
推
進
事

業
補
助
金（

７
１
５
万
９
千
円
）

問　

事
業
内
容
は
。

答　

優
良
種
苗
の
安
定
的

な
供
給
体
制
の
確
立
に
向

け
た
種
苗
生
産
施
設
な
ど

の
設
置
を
支
援
す
る
た

め
、
北
海
道
の
補
助
を
町

が
間
接
的
に
補
助
す
る
も

の
で
、
カ
ラ
マ
ツ
コ
ン
テ

ナ
苗
を
育
苗
す
る
た
め
の

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
３
棟
及

び
散
水
設
備
一
式
の
設
置

費
用
の
２
分
の
１
を
補
助

す
る
。

観
光
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
作
成

委
託
料

（
２
５
万
３
千
円
）

問　

事
業
内
容
は
。

答　

町
が
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
参
加
す
る
際
の
出

展
ブ
ー
ス
を
装
飾
す
る
パ

ネ
ル
や
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス

な
ど
を
作
成
す
る
。
作
成

さ
れ
た
グ
ッ
ズ
は
町
職
員

よ
る
観
光
Ｐ
Ｒ
の
ほ
か
、

民
間
事
業
者
が
物
産
展
等

の
展
示
会
に
出
展
す
る
際

の
貸
出
用
と
し
て
も
活
用

す
る
。

旭
団
地
７
号
棟
建
設
工

事
（
１
億
６
２
７
０
万
４
千
円
）

問　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
な
ど
の
配
慮
し
て
い

る
点
は
。

答　

公
営
住
宅
は
高
齢
者

や
子
育
て
世
帯
な
ど
多
様

な
家
族
構
成
や
障
が
い
が

あ
る
方
が
、
快
適
、
か
つ

安
全
に
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
す
べ
て
の
方
が

利
用
し
や
す
い
環
境
を
提

供
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
「
北
海
道
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
公
営

住
宅
整
備
指
針
」
に
基
づ

き
配
慮
を
行
っ
て
い
る
。

美
幌
高
等
学
校
魅
力
化

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
業

務
委
託
料

（
８
１
５
万
円
）

問　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
役
割
は
。

答　

①
農
業
科
生
徒
募
集

（
道
外
）
の
支
援
、
②
普

通
科
生
徒
及
び
農
業
科
生

徒
募
集
（
道
内
）
の
支

援
、
③
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活

用
し
た
高
校
の
魅
力
化
の

発
信
、
④
道
外
及
び
町
外

か
ら
の
報
徳
寮
入
寮
者
な

ど
へ
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
の

実
施
、
⑤
学
校
運
営
協
議

会
が
行
う
高
校
が
抱
え
る

課
題
な
ど
の
解
決
へ
の
連

携
及
び
支
援
を
予
定
し
て

い
る
。

一般会計歳出予算と主な事業 ◆新規事業　◇拡充事業（対前年比）

議　　会　　費 ８，１１０万１千円 （△１．５％）
総　　務　　費 １４億４，７６４万３千円 （２１．３％）

◇空家等除却事業補助金 １,０００万円
◇公共交通運転手確保対策 ２,０１３万３千円
◆コンビニ交付システム構築業務委託料 ７９９万６千円
◆地域力実態状況調査業務委託料 ８７６万５千円
民　　生　　費 ２８億７３７万３千円 （１．９％）

◆温泉入浴料助成事業 １３３万９千円
衛　　生　　費 １８億５，８５６万円 （１４．０％）

◆子育てサポートファイル導入 ４５万円
◆アピアランスケア補助 ６０千円
◇合同納骨塚墓誌設置委託料 １０４万８千円
労　　働　　費 ２，４１８万３千円 （１．３％）
農林水産業費 ８億２，３８１万５千円 （△１．０％）

◆てん菜生産奨励事業補助金 ９３６万円
◆苗木安定供給推進事業補助金 ７１５万９千円

商　　工　　費 ５億９８４万９千円 （２．６％）
　◆観光振興革新戦略ビジョン策定 ２６万９千円
土　　木　　費 １４億８，９４３万９千円 （１７．６％）

　◆町道第７７０号道路概略設計委託料 ２，０９２万２千円
　◆旭団地７号棟建設工事 １億６,２７０万４千円
消　　防　　費 ５億６，７１４万８千円 （３５．８％）
教　　育　　費 １２億３，９８１万６千円 （１３．５％）

　◆義務教育学校整備基本構想策定等支援業務委託料 １,１４９万５千円
　◆美幌高等学校魅力化コーディネーター業務委託料 ８１５万円
　◇美幌高等学校教育支援事業補助金 １，０２５万４千円
　◇部活動地域移行推進事業 ２１２万９千円
　◆スクールバス更新事業 ２,６０４万３千円
公　　債　　費 １１億６，７５４万４千円 （１１．９％）
職 員 給 与 費 ２１億９，２１３万７千円 （８．０％）
予　　備　　費 １００万円 （０．０％）
合　　　　　計 １４２億９６０万８千円 （１０．５％）

農
林
水
産
業
費

商　
工　
費

土　
木　
費

教　
育　
費

てん菜

観光ＰＲ用パネル

美幌高校

令和７年５月１日発行 No .２５６び ほ ろ 町 ぎ か い
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こんなことを決めました

令和6年度関連議案

　

　

補　正　予　算

２件の意見書案を可決し関係機関へ提出

令和６年度補正予算（一般会計・２特別会計・４事業会計）はすべて
原案どおり可決しました。主な内容は次のとおりです。

令和７年３月定例会では、４件の陳情のうち、２件の意見書案を可決し国などの関係機関へ提出しました。

■一般会計（第８号）
　みどりの村再整備にかかる設計業務委託料の予算の組み替え… ……………… 6,843万2千円の増額
　町有財産未利用施設除却事業の追加…………………………………………………937万5千円の増額など
■一般会計（第９号）［追加議案］
　みどりの村再整備事業にかかる農村公園再整備工事等の追加………………1億9,115万8千円の増額など
■特別会計・企業会計
　●国民健康保険特別会計
　　直営診療施設繰出金の増額など
　●介護保険特別会計
　　介護予防・生活支援サービス事業負担金の増額など
　●水道事業会計
　　量水器取替業務の確定に伴う材料費の減額など
　●公共下水道事業会計
　　管路整備事業等の確定に伴う建設改良費の減額など
　●個別排水処理事業会計
　　個別排水処理浄化槽設置工事費の確定に伴う減額など
　●病院事業会計
　　執行見込みによる給与費の減額など

■持続可能な学校の実現をめざす意見書…………………………………………… 【提出先】内閣総理大臣　外
■食料安全保障の強化に向けた次期基本計画及び酪肉近の改定を求める意見書…【提出先】内閣総理大臣　外

■
松ま

つ
う
ら浦　
和か

ず
ひ
ろ浩 

議
員
…
７
頁

①�

み
ど
り
の
村
再
整
備
基

本
設
計

②�

義
務
教
育
学
校
整
備

方
針
と
教
育
行
政

■
馬ば

ば場　
博ひ

ろ

美み 

議
員
…
８
頁

①
中
小
企
業
等
へ
の
支
援

②
自
治
会
活
動
へ
の
支
援

③
地
域
防
犯
対
策

■
伊い

藤と
う　

伸し
ん

司じ 

議
員
…
９
頁

①�

外
国
人
労
働
者
の
住

宅
確
保

②
除
雪
の
対
応

③�

下
水
道
管
更
新
計
画

と
安
全
対
策

■
木き

村む
ら　
利と

し

昭あ
き 

議
員
…
10
頁

①
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画

②�

若
者
・
移
住
者
支
援
住

宅
の
整
備

■
宮み

や
ざ
き崎
奈な

津つ

え江 

議
員
…
11
頁

①�「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
」に
お
け
る

美
幌
町
の
取
組

②
図
書
館
の
開
館
時
間

■
横よ

こ
や
ま山　
清き

よ

美み 

議
員
…
12
頁

①�

観
光
で
の
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
た
取
組

②
部
活
動
の
地
域
移
行

③�

発
達
障
が
い
の
あ
る
児

童
・
生
徒
へ
の
対
応

■
大お

お
は
ら原　

 

昇の
ぼ
る 

議
員
…
13
頁

①�

屈
斜
路
カ
ル
デ
ラ
ト
レ

イ
ル
ル
ー
ト

②�

美
幌
町
コ
ン
パ
ク
ト
な

ま
ち
づ
く
り
計
画

③
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

■
稲い

な
が
き垣　
淳じ

ゅ
ん

一い
ち 

議
員
…
14
頁

①
美
幌
駐
屯
地
の
支
援

②�

認
知
症
高
齢
者
な
ど
の

見
守
り
対
策

■
髙た

か

橋は
し　

秀ひ
で
あ
き明 

議
員
…
15
頁

①
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策

■
大お

お

江え　
道み

ち

男お 

議
員
…
16
頁

①�

ご
み
処
理
の
広
域
化
・

中
間
処
理

②�

小
中
学
校
新
１
年
生
へ

の
入
学
祝
い
金
支
給

会　計　名 補　正　額 補正後の総額

一 般 会 計 （第８号）
（第９号）

△1億3,524万5千円
1億9,115万8千円 142億4,656万4千円

国民健康保険特別会計 （第２号） 954万7千円 24億5,206万9千円

介護保険特別会計 （第３号） 138万4千円 22億3,309万5千円

水 道 事 業 会 計 （第３号） △496万9千円 12億2,922万2千円

公共下水道事業会計 （第２号） △4,486万1千円 14億6,782万6千円

個別排水処理事業会計 （第２号） △3,526万6千円 1億2,532万7千円

病 院 事 業 会 計 （第２号） △5,846万5千円 25億451万9千円

各会計補正額と補正後の総額

※（　）内は、補正回数

質
問
者
と
質
問
項
目

に
は

10
人
が
登
壇

　一般質問は定例会において議員が町政全般
にわたり執行機関（町や教育委員会など）に対
し、事務執行の状況や将来に対する方針の伝
え方、疑問点などについて質問するものです。
　一般質問は議員固有の権限の一つで、議案
審議とともに議会活動の中にあって最も重要
なものであり、行政の執行を監視し、建設的に
政策を議論することで、公正な行政を確保する
ものです。

一般質問とは

一
般
質
問

町道路線の一部変更
原案どおり可決しました。

■福住・豊富地区の第３２号道路
　路線の一部を農道とし、道営土地改良事業により道路改良を行うために路線を変更

令和７年５月１日発行 No .２５６び ほ ろ 町 ぎ か い
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問　

事
業
費
が
増
額
と
な
っ

た
理
由
は
。

答　

国
の
補
助
制
度
の
改

正
に
よ
り
事
業
費
上
限
が

10
億
か
ら
20
億
に
増
額
さ

れ
た
こ
と
、
旧
補
助
制
度

で
は
補
助
対
象
外
と
さ
れ

て
い
た
項
目
が
対
象
と
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
当
初
計

画
で
は
見
送
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
設
備
や
町
民

の
皆
さ
ま
か
ら
要
望
が
多

か
っ
た
設
備
を
盛
り
込
む

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

問　

当
初
約
３
億
円
と
さ

れ
て
い
た
町
単
独
費（
一
般

財
源
）の
変
更
後
の
額
は
。

答　

当
初
は
10
億
８
０
０

万
円
の
事
業
規
模
に
対

し
、
町
の
実
質
負
担
額
と

し
て
３
億
７
３
０
０
万

円
、
ま
た
補
助
対
象
外
経

費
と
し
て
備
品
購
入
費
が

４
０
０
０
万
円
程
度
の
合

計
で
４
億
１
３
０
０
万
円
と

試
算
し
て
い
た
が
、
新
制

度
の
活
用
に
よ
り
備
品
購

入
費
が
対
象
と
な
る
こ
と
、

有
利
な
地
方
債
の
活
用

が
で
き
る
こ
と
に
よ
り
総

事
業
費
12
億
１
０
０
０
万

円
の
事
業
規
模
に
対

し
町
の
実
質
負
担
額
が

４
億
１
７
０
０
万
円
と
な

り
、
当
初
と
比
べ
町
の
実

質
負
担
額
が
４
０
０
万
円

増
額
す
る
こ
と
と
な
る
。

問　

町
民
説
明
会
の
開
催

時
期
は
。

答　

基
本
設
計
は
基
本
計

画
を
ベ
ー
ス
と
し
て
個
々

の
精
査
を
行
う
も
の
で
、

改
め
て
町
民
皆
さ
ま
か
ら

ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
が
、

そ
の
都
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
内
容
を
公
表
し
た
い
。

問　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ

レ
を
設
置
す
る
考
え
は
。

答　

実
施
設
計
段
階
に
お

い
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ

レ
を
設
置
す
る
こ
と
で
進

め
た
い
。

問　

共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
た
取
組
と
し
て
、
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
を
設

置
す
べ
き
で
は
。

答　

保
護
者
が
子
ど
も
を

見
守
り
な
が
ら
快
適
に
過

ご
せ
る
休
憩
場
所
の
整
備

な
ど
も
進
め
た
い
。

問　

小
学
校
、
中
学
校
を

そ
れ
ぞ
れ
統
合
し
、
小
学

校
１
校
、
中
学
校
１
校
の

施
設
分
離
型
に
よ
る
小
中

一
貫
教
育
の
導
入
を
経
て

義
務
教
育
学
校
を
開
校
し

て
は
。

答　

施
設
分
離
型
の
義
務

教
育
学
校
を
開
校
す
る
と

試
算
し
た
場
合
、
小
学
校

で
９
教
室
、
中
学
校
で
２

教
室
の
不
足
に
よ
る
増
改

築
が
必
要
と
な
る
。
施
設

分
離
型
を
経
る
こ
と
な
く

既
存
の
学
校
施
設
を
基
本

と
し
た
増
改
築
を
行
っ
た

う
え
で
施
設
一
体
型
の
義

務
教
育
学
校
１
校
に
よ
る

開
校
が
望
ま
し
い
と
判
断

し
た
。

問　

義
務
教
育
学
校
の
開

校
を
令
和
13
年
度
と
し
た

理
由
は
。

答　

減
り
続
け
る
児
童
生

徒
の
将
来
を
見
据
え
た
と

き
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
集
団
形
成
を
確
保
し
た

中
で
教
育
課
題
を
解
決
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
の

認
識
に
立
ち
、
ソ
フ
ト
と

ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
検
討

し
た
結
果
、
令
和
13
年
度

の
開
校
が
最
短
の
目
安
と

し
て
設
定
し
た
。

問　

義
務
教
育
学
校
の
開

校
前
に
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
を
導
入
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

答　

特
別
支
援
教
育
の
あ

り
方
に
つ
い
て
保
護
者
や

学
校
と
考
え
を
共
有
し
た

中
で
、
可
能
な
教
科
か
ら

義
務
教
育
学
校
の
開
校
を

待
た
ず
に
取
り
組
み
た
い
。

問　

義
務
教
育
学
校
１
校

に
よ
り
転
校
先
が
な
く
な

る
が
、
学
校
区
域
外
就
学

制
度
の
適
用
を
受
け
た
近

隣
市
町
の
学
校
へ
の
転
校

の
可
否
は
。

答　

町
内
で
の
区
域
外
就

学
制
度
は
無
く
な
る
が
、

事
情
に
よ
り
他
の
市
町
に

転
校
を
希
望
す
る
場
合
は
、

転
校
先
の
教
育
委
員
会
と

協
議
し
て
判
断
す
る
こ
と

と
な
る
。

松浦議員の一般質問YouTube配信は
6:10:05 から 7:11:05 です。

◆ 

松ま
つ
う
ら浦  
和か

ず
ひ
ろ浩 

議
員

義
務
教
育
学
校
整
備
方
針

みどりの村

事
業
費
が
増
額
と
な
っ
た
理
由
は

国
の
補
助
制
度
の
改
正
に
よ
り
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら

要
望
が
多
か
っ
た
設
備
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

問答

み
ど
り
の
村

再

整

備

令和７年５月１日発行 No .２５６び ほ ろ 町 ぎ か い
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問　

２
０
２
４
年
度
に
実

施
し
た
原
油
価
格
・
物
価

高
騰
対
策
事
業
者
支
援
金

給
付
事
業
の
う
ち
、
経
営

が
厳
し
い
小
規
模
事
業
者

が
事
業
を
継
続
で
き
る
よ

う
事
業
者
支
援
金
給
付
事

業
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

答　

中
小
企
業
が
お
か
れ

て
い
る
経
営
環
境
は
大
変

厳
し
い
も
の
と
認
識
し
て

お
り
、
事
業
者
支
援
は
必

要
と
考
え
て
い
る
。
事
業

実
施
に
あ
た
っ
て
は
多
額

の
財
源
を
要
す
る
こ
と
か

ら
、
国
の
経
済
対
策
を
注

視
し
つ
つ
有
効
な
財
源
を

確
保
の
う
え
、
効
果
的
な

支
援
金
給
付
を
進
め
た
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
の

実
施
は

問　

個
人
消
費
の
拡
大
と

地
元
商
店
街
等
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
令
和
７
年

度
に
お
い
て
も
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
発
行
事
業
を
実

施
す
る
考
え
は
。
ま
た
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
購

入
す
る
こ
と
が
難
し
い
と

思
わ
れ
る
生
活
保
護
な
ど

の
低
所
得
者
世
帯
に
対
し
、

一
定
金
額
を
無
償
配
布
す

る
な
ど
の
支
援
を
実
施
す

る
考
え
は
。

答　

提
案
い
た
だ
い
た
こ

と
は
き
ち
ん
と
受
け
止
め
、

し
っ
か
り
考
え
て
い
く
べ

き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

問　

今
後
の
経
済
対
策
は
。

答　

国
の
動
向
や
町
内
の

社
会
経
済
状
況
等
を
継
続

し
て
把
握
す
る
と
と
も
に
、

経
済
団
体
な
ど
と
協
議
し

た
い
。解

散
防
止
に
向
け
た
対
策
は

問　

今
後
、
第
２
の
自
治

会
解
散
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
の
対
策
は
。

答　

今
後
に
お
い
て
も
自

治
会
の
意
義
、
自
治
会
の

役
割
等
の
啓
発
に
努
め
る

と
と
も
に
、
自
治
会
へ
の

参
加
促
進
、
活
性
化
を

図
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
維
持
発
展
に
努

め
る
。解

散
自
治
会
へ
の
支
援
は

問　

解
散
し
た
自
治
会
の

町
民
に
対
す
る
町
と
し
て

の
支
援
は
。

答　

行
政
と
し
て
地
域
住

民
が
主
体
的
に
支
え
合
い
、

必
要
な
情
報
を
誰
も
が
得

ら
れ
る
環
境
を
実
現
す
る

た
め
の
取
組
や
仕
組
み
づ

く
り
に
つ
い
て
、
必
要
な

支
援
を
行
い
た
い
。財

源
確
保
を

問　

自
治
会
の
財
源
確
保

の
た
め
資
源
ご
み
の
還
元

金
及
び
広
報
配
布
手
数
料

の
見
直
し
を
す
べ
き
で
は
。

答　

広
報
配
布
手
数
料
に

つ
い
て
は
、
令
和
７
年
度

予
算
に
お
い
て
増
額
し
て

い
る
が
、
自
治
会
の
財
源

確
保
は
活
動
の
維
持
に

と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
引
き
続

き
必
要
な
検
討
を
重
ね
た

い
。防

犯
カ
メ
ラ
設
置
の
補
助
は

問　

自
治
会
、
防
犯
団
体

及
び
商
店
街
な
ど
の
団
体
に

対
し
て
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

及
び
維
持
管
理
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
補
助
し
、
犯
罪

の
未
然
防
止
や
解
決
に
役
立

て
る
べ
き
で
は
。

答　

多
額
の
予
算
が
必
要

で
あ
る
こ
と
、
設
置
後
の

維
持
管
理
費
な
ど
の
自
治

会
負
担
が
発
生
す
る
こ
と

か
ら
、
慎
重
に
検
討
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

馬場議員の一般質問YouTube配信は
2:23 から 1:03:10 です。

◆ 

馬ば

ば場  
博ひ

ろ

美み 
議
員

自

治

会

活

動

地
域
防
犯
対
策

経
営
が
厳
し
い
小
規
模
事
業
者
が
事
業
を

継
続
で
き
る
よ
う
支
援
金
給
付
事
業
を
実
施
し
て
は

国
の
経
済
対
策
を
注
視
し
つ
つ
有
効
な
財
源
を

確
保
の
う
え
効
果
的
な
支
援
金
給
付
を
進
め
た
い

問答

中
小
企
業

支

援

防犯カメラ

令和７年５月１日発行 No .２５６び ほ ろ 町 ぎ か い
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問　

労
働
力
を
確
保
す
る

た
め
、
ア
ジ
ア
圏
を
中
心

に
外
国
人
労
働
者
を
雇
用

し
て
お
り
、
美
幌
町
に
お

い
て
も
年
々
増
加
傾
向
に

あ
る
。
外
国
人
労
働
者
の

住
宅
を
確
保
す
る
た
め
、

近
隣
自
治
体
で
は
空
室
と

な
っ
て
い
る
公
営
住
宅
や

教
員
住
宅
な
ど
へ
の
入
居

を
認
め
て
い
る
が
、
外
国

人
労
働
者
へ
の
住
宅
支
援

の
考
え
は
。

答　

公
営
住
宅
を
外
国
人

労
働
者
の
住
ま
い
と
す
る

こ
と
は
制
度
上
可
能
で
あ

り
、
入
居
の
希
望
が
あ
っ

た
場
合
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
準
備
し
て
い
る
が
、

町
で
実
施
し
た
外
国
人
労

働
者
の
実
態
調
査
の
結
果

や
事
業
者
と
の
意
見
交
換

な
ど
か
ら
実
際
に
は
公
営

住
宅
を
利
用
す
る
ニ
ー
ズ

は
低
い
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
ま
た
、
道
営
住
宅

鳥
里
団
地
で
目
的
外
使
用

の
募
集
を
行
っ
た
が
、
応

募
を
行
っ
た
事
業
所
は
無

く
、
町
営
住
宅
に
お
い
て

も
具
体
的
な
要
望
が
無
い

た
め
受
け
入
れ
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
教
員
住
宅
は

公
営
住
宅
同
様
に
入
居
希

望
者
が
い
る
場
合
は
教
職

員
住
宅
管
理
要
綱
を
改
正

す
る
こ
と
に
よ
り
入
居
可

能
と
考
え
て
い
る
。

本
年
度
の
対
応
は

問　

１
月
24
日
及
び
２
月

５
日
の
降
雪
量
は
10
㎝
以

上
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

除
雪
を
実
施
し
な
か
っ
た

理
由
は
。

答　

１
月
24
日
は
夕
方
時

点
の
降
雪
量
が
10
㎝
に
達

し
て
お
ら
ず
、
夜
間
の
降

雪
予
報
は
少
量
だ
っ
た
こ

と
、
粉
雪
で
翌
日
の
最
高

気
温
が
プ
ラ
ス
な
こ
と
か

ら
圧
雪
さ
れ
る
見
込
み
で

あ
り
、
歩
行
者
及
び
普
通

車
両
の
通
行
に
支
障
は
無

い
も
の
と
判
断
し
一
斉
除

雪
を
実
施
し
な
か
っ
た
。

２
月
４
日
は
日
中
の
内
に

降
り
や
み
、
当
日
の
最
高

気
温
は
プ
ラ
ス
で
翌
日
も

続
く
予
報
で
圧
雪
さ
れ
る

見
込
み
で
あ
り
、
普
通
車

両
の
通
行
に
支
障
は
無
い

も
の
と
判
断
し
、
一
斉
除

雪
は
実
施
せ
ず
歩
道
除
雪

を
実
施
し
た
。

問　

２
月
17
日
現
在
、
雪

に
よ
っ
て
各
交
差
点
で
の

見
通
し
が
悪
く
な
り
、
車

両
や
歩
行
者
が
通
行
す
る

に
は
大
変
危
険
な
状
況
に

あ
る
が
、
早
い
段
階
で
の

排
雪
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

答　

２
月
７
日
か
ら
路
線

の
排
雪
を
実
施
し
、
２
月

14
日
に
各
業
者
へ
依
頼
し

角
取
り
を
実
施
し
て
い
る
。

問　

降
雪
量
が
多
く
な
る

と
、
住
宅
敷
地
内
に
雪
を

置
い
て
お
く
ス
ペ
ー
ス
が

な
く
な
り
、
困
っ
て
い
る

住
民
が
多
数
い
る
。
空
き

地
な
ど
の
所
有
者
に
対
し

協
力
を
要
請
し
雪
捨
場
を

確
保
す
る
な
ど
の
支
援
を

し
て
は
。

答　

相
談
を
お
聞
き
し
た

上
で
、
例
え
ば
、
情
報
収

集
が
可
能
な
場
合
に
は
地

区
の
自
治
会
を
紹
介
す
る

な
ど
協
力
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
は

問　

下
水
道
管
の
点
検
及

び
老
朽
化
調
査
を
行
い
対

応
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
は
。

答　

令
和
６
年
12
月
末
現

在
、
総
延
長
１
２
７
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
対
し
67
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
（
52
％
）
の
点

検
が
完
了
し
て
い
る
。
国

の
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
き
、
下
水
道
管
に
管
口

カ
メ
ラ
を
入
れ
管
内
の
損

傷
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。

老
朽
化
が
著
し
く
、
ひ
び

割
れ
な
ど
が
発
見
さ
れ
た

場
合
な
ど
緊
急
性
の
高
い

箇
所
か
ら
布
設
替
を
実
施

し
て
い
る
。

伊藤議員の一般質問YouTube配信は
1:15:57 から 2:10:19 です。

◆ 

伊い

と

う藤  
伸し

ん

じ司 
議
員

除

雪

対

応

下
水
道
管
の
更
新

公
営
住
宅
や
教
員
住
宅
へ
の
入
居
な
ど

外
国
人
労
働
者
へ
の
住
宅
支
援
は

公
営
住
宅
の
入
居
希
望
が
あ
っ
た
場
合
に

対
応
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い
る

問答

外
国
人
労
働
者

の
住
宅
支
援

令和７年５月１日発行 No .２５６び ほ ろ 町 ぎ か い
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問　

少
子
高
齢
化
、
都
市

部
へ
の
人
口
流
出
な
ど
町

内
で
も
働
き
手
不
足
に
よ

る
影
響
は
顕
著
と
な
っ
て

い
る
。
役
場
職
員
の
離
職

者
の
増
加
、
就
職
者
の
減

少
に
拍
車
が
か
か
り
、
業

務
の
多
角
化
に
よ
り
職

員
の
業
務
負
担
も
大
き

な
も
の
に
な
っ
て
い
る
と

推
察
す
る
。
美
幌
町
で
は

２
０
２
１
年
に
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
推
進
計
画

を
策
定
し
た
が
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
町
民

の
利
便
性
向
上
、
職
員
の

作
業
効
率
向
上
の
観
点
な

ど
か
ら
Ｄ
Ｘ
推
進
は
重
要

か
つ
先
駆
的
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。
今
後
、
美

幌
町
で
は
Ｄ
Ｘ
を
ど
の
よ

う
な
目
線
で
進
め
て
い
く

の
か
。
ま
た
、
具
体
的
な

計
画
や
考
え
は
。

答　

美
幌
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計

画
は
国
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推

進
計
画
の
期
間
に
合
わ
せ
、

令
和
４
年
か
ら
令
和
８
年

３
月
ま
で
の
期
間
と
し
て

お
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推

進
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
、

Ａ
Ｉ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
利
用
促

進
な
ど
、
国
の
方
針
に

沿
っ
た
８
つ
の
取
組
か
ら

な
っ
て
い
る
。
現
行
の
美

幌
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
は
ど

ち
ら
か
と
言
え
ば
行
政
内

部
向
け
の
取
組
が
主
な
も

の
で
あ
り
、
令
和
８
年
度

を
始
期
と
す
る
次
期
Ｄ
Ｘ

推
進
計
画
策
定
の
際
に
は
、

引
き
続
き
職
員
の
業
務
効

率
を
向
上
さ
せ
る
取
組
と

と
も
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

行
え
る
手
続
き
を
増
や
す

な
ど
町
民
の
利
便
性
の
向

上
や
ほ
し
い
情
報
を
自
動

で
お
届
け
す
る
な
ど
、
町

民
の
意
見
も
取
り
入
れ
な

が
ら
暮
ら
し
を
豊
か
に
す

る
よ
う
な
取
組
を
盛
り
込

み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

定
住
支
援
住
宅
の
整
備
は

問　

美
幌
町
は
戸
建
て
の

賃
貸
住
宅
が
少
な
く
、
集

合
型
の
賃
貸
住
宅
の
家
賃

が
比
較
的
高
額
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
家
族
で

の
移
住
や
若
年
単
身
者
が

一
人
暮
ら
し
を
考
え
る
う

え
で
ハ
ー
ド
ル
が
高
く

な
っ
て
い
る
。
中
間
管
理

住
宅
制
度
に
よ
る
空
き
家

の
有
効
活
用
や
公
営
住
宅

の
空
き
室
の
利
活
用
も
含

め
、
若
年
単
身
者
の
自
立

支
援
、
家
族
で
の
移
住
を

支
援
す
る
住
宅
整
備
を
行

う
べ
き
で
は
。

答　

中
間
管
理
住
宅
制
度

に
よ
る
空
き
家
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
美
幌
町
に
は

民
間
不
動
産
事
業
者
も
存

在
す
る
た
め
、
行
政
主
導

に
よ
る
若
手
世
代
の
移

住
・
定
住
促
進
に
特
化
し

た
住
宅
整
備
は
慎
重
に
判

断
す
べ
き
も
の
と
捉
え
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
民

間
に
よ
る
住
宅
環
境
の
提

供
に
期
待
し
て
い
る
。
公

営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
近

年
、
近
隣
自
治
体
に
お
い

て
も
若
年
単
身
者
の
入
居

が
可
能
と
な
る
よ
う
入
居

者
の
申
し
込
み
資
格
の
緩

和
を
行
っ
て
い
る
が
、
民

間
借
家
の
需
要
が
減
少
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
移

住
施
策
の
う
ち
、
特
に
若

者
世
代
に
は
、
住
居
の
問

題
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

雇
用
の
場
や
子
育
て
教
育

の
充
実
な
ど
総
合
的
に

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

今
後
も
ニ
ー
ズ
や
先
進
例

な
ど
を
研
究
し
、
よ
り
効

果
的
な
施
策
を
実
施
す
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

木村議員の一般質問YouTube配信は
3:30:55 から 4:10:25 です。

◆ 

木き

村む
ら  
利と

し

昭あ
き 

議
員

若
者
・
移
住
者
支
援

Ｄ
Ｘ
を
ど
の
よ
う
な
目
線
で
進
め
て
い
く
の
か

町
民
の
利
便
性
の
向
上
や

暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
取
組
を
盛
り
込
み
た
い

問答

Ｄ
Ｘ
推
進

計

画

令和７年５月１日発行 No .２５６び ほ ろ 町 ぎ か い
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問　

農
林
水
産
省
は
令
和

３
年
５
月
に
「
み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を

策
定
し
た
。
２
０
５
０
年

ま
で
に
目
指
す
姿
と
し
て
、

低
リ
ス
ク
農
薬
へ
の
転
換
、

化
学
農
薬
使
用
量
を
50
％

低
減
、
耕
地
面
積
に
占
め

る
有
機
農
業
の
取
組
面
積

の
割
合
を
25
％
に
拡
大
な

ど
を
掲
げ
、
輸
入
か
ら
国

内
生
産
へ
の
転
換
、
健
康

的
な
日
本
型
食
生
活
の
実

現
、
環
境
と
調
和
し
た
食

料
・
農
林
水
産
業
の
確
立
、

化
学
農
薬
・
化
学
肥
料
の

抑
制
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減

な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
美
幌
町
で
の
取

組
状
況
は
。

答　

令
和
５
年
12
月
に
国
が

要
綱
を
示
し
た
「
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
推
進
交
付
金
事

業
」
を
関
係
者
に
周
知
の
う

え
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の

事
業
は
「
国
際
基
準
の
有
機

農
業
へ
新
た
に
転
換
を
行
う

農
業
者
」
に
対
し
て
支
援
さ

れ
る
も
の
で
、
令
和
６
年
度

の
実
績
と
し
て
は
１
戸
の
農

業
者
が
野
菜
で　

０
・
８
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
有
機
転
換
を
実

施
し
て
い
る
。
現
在
、
令
和

７
年
度
実
施
予
定
の
聞
き
取

り
を
し
て
お
り
、
２
戸
の
農

業
者
で
３
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
有
機
転
換
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

有
機
農
産
物
の
公
共
調
達

問　

み
ど
り
戦
略
推
進
交

付
金
の
対
象
事
業
で
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
に
お
け
る

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
が
あ
り
、

有
機
農
業
産
地
づ
く
り
推

進
事
業
の
一つ
と
し
て
広
が

り
を
み
せ
て
い
る
。町
の
方

針
は
。

答　

有
機
農
産
物
は
農
薬
や

化
学
肥
料
を
使
わ
ず
、
太
陽

と
水
、
そ
の
土
地
な
ど
の
自

然
の
恵
み
を
生
か
し
て
作
ら

れ
た
食
材
で
、
国
に
お
い
て

も
学
校
給
食
で
の
活
用
は

食
文
化
や
産
業
の
理
解
促
進
、

生
産
者
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
育
む
と
い
っ
た
食
育
の
観

点
か
ら
も
教
育
的
な
意
義
が

あ
る
と
推
奨
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
一
方
で
必
要

数
量
の
確
保
や
コ
ス
ト
面
で

の
割
高
と
い
っ
た
課
題
が
あ

り
、
給
食
の
食
材
と
し
て
活

用
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

開
館
時
間
の
拡
大
は

問　

①
現
在
の
開
館
時
間

に
設
定
し
た
理
由
は
。

②
開
館
時
間
の
延
長
を
検

討
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

③
学
生
が
夜
間
ま
で
学
習

で
き
る
環
境
を
整
備
す
べ

き
で
は
。

答　

①
昭
和
54
年
に
現
図
書

館
を
整
備
し
た
当
初
は
午

前
９
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

ま
で
と
し
て
い
た
。
そ
の

後
、
利
用
者
か
ら
の
要
望

や
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

観
点
か
ら
開
館
時
間
を
午

前
９
時
に
変
更
し
、
平
成
８

年
９
月
か
ら
は
水
曜
日
と
木

曜
日
に
限
り
午
後
６
時
ま
で

延
長
し
、
現
在
の
運
営
体
制

と
な
っ
て
い
る
。

②
図
書
館
協
議
会
委
員
の

皆
さ
ま
な
ど
か
ら
ご
意
見

が
あ
り
、
平
成
27
年
４
月

に
開
館
時
間
を
午
後
７
時

ま
で
試
験
的
に
延
長
し
た

が
、
利
用
者
数
が
平
均
で

約
５
名
と
少
な
か
っ
た
た

め
延
長
は
見
送
っ
た
経
過

が
あ
る
。
今
後
、
再
度
の

試
行
延
長
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
引
き
続
き
町
民

の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
る

図
書
館
を
目
指
し
、
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

努
め
た
い
。

③
図
書
館
の
さ
ら
な
る
環

境
充
実
と
と
も
に
、
重
ね

て
時
間
延
長
の
可
否
に
つ

い
て
も
継
続
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。

宮崎議員の一般質問YouTube配信は
4:20:51 から 5:07:13 です。

◆ 

宮み
や

崎ざ
き  
奈な

津つ

江え 

議
員

有

機

農

産

物

図

書

館 みどりの食糧システム戦略

図書館

①
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
に
お
け
る
美
幌
町
の
取
組
は

②
図
書
館
の
開
館
時
間
の
拡
大
は

①
有
機
転
換
は
、
令
和
６
年
度
で
１
戸
実
施
、
令
和
７
年
度
で
２
戸
実
施
予
定

②
平
成
８
年
か
ら
現
在
の
運
営
体
制
だ
が
、
試
行
延
長
も
視
野
に
検
討

問答

農
業
と
食
・

図

書

館

令和７年５月１日発行 No .２５６び ほ ろ 町 ぎ か い
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問　

観
光
振
興
は
町
に
対

す
る
興
味
や
愛
着
を
持
っ

て
も
ら
い
交
流
人
口
を
増

や
す
き
っ
か
け
を
つ
く
り
、

地
域
経
済
の
活
性
化
や
移

住
定
住
に
つ
な
が
る
な
ど
、

人
口
減
少
対
策
の
有
効
な

手
段
の
一
つ
に
な
る
。
美

幌
町
の
魅
力
あ
る
特
色
を

生
か
し
た
観
光
振
興
に
注

力
し
、
人
を
呼
び
込
む
取

組
を
さ
ら
に
進
め
る
べ
き

で
は
。

答　

美
幌
町
の
魅
力
は
都

会
で
は
味
わ
え
な
い
「
自

然
」「
町
民
の
人
柄
」「
交
通

ア
ク
セ
ス
の
良
さ
」
と
考

え
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
要

素
を
観
光
振
興
策
に
反
映

さ
せ
る
う
え
で
体
験
・
滞

在
型
観
光
の
推
進
が
有
効

と
考
え
て
い
る
。「
屈
斜
路

カ
ル
デ
ラ
ト
レ
イ
ル
」は
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た

多
様
な
来
訪
者
の
可
能
性

を
秘
め
て
お
り「
美
幌
地
区

３
町
広
域
観
光
協
議
会
」と

連
携
の
う
え
、
有
効
活
用

す
る
と
と
も
に
利
用
実
態

や
課
題
の
把
握
・
改
善
に

努
め
た
い
。

問　

進
捗
状
況
は
。

答　

サ
ッ
カ
ー
部
は
学
校
・

保
護
者
・
受
皿
団
体
と
教
育

委
員
会
に
よ
る
継
続
的
な

協
議
や
意
見
交
換
を
行
っ

た
結
果
、
令
和
７
年
度
か

ら
地
元
ク
ラ
ブ
へ
移
行
す

る
こ
と
が
決
定
し
た
。

問　

少
年
団
や
ス
ポ
ー
ツ

協
会
な
ど
と
の
連
携
は
。

答　

３
月
に
各
少
年
団
及

び
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
所
属

団
体
を
対
象
に
し
た
説
明

会
を
予
定
し
て
い
る
。
取

組
内
容
や
町
の
支
援
に
つ

い
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、

団
体
な
ど
の
課
題
の
把
握

な
ど
を
行
い
た
い
。

問　

地
域
移
行
後
の
部
活

動
費
用
は
受
益
者
負
担
と

す
る
国
の
方
針
に
対
す
る

町
の
考
え
は
。

答　

令
和
７
年
度
か
ら
地

域
移
行
す
る
サ
ッ
カ
ー
ク

ラ
ブ
は
国
や
道
の
負
担
割

合
の
検
討
結
果
を
待
っ
て

か
ら
で
は
ス
ム
ー
ズ
な
移

行
が
で
き
な
い
と
判
断
し
、

新
年
度
に
必
要
経
費
を
予

算
措
置
し
て
い
る
。

問　

生
徒
や
保
護
者
に
対

す
る
周
知
状
況
は
。

答　

こ
れ
ま
で
も
対
象
と

な
る
生
徒
の
保
護
者
に

は
説
明
会
な
ど
を
実
施

し
、
生
徒
に
は
保
護
者
及

び
顧
問
の
教
員
を
通
じ
て

説
明
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
地
域
移
行
の
方
針
を

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開

し
て
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

問　

今
後
の
移
行
に
向
け

て
の
考
え
は
。

答　

拠
点
校
方
式
や
合
同

チ
ー
ム
な
ど
に
よ
る
部
活

動
の
維
持
を
検
討
し
な
が

ら
受
皿
や
指
導
者
な
ど
の

課
題
が
解
決
さ
れ
次
第
、

関
わ
る
方
々
の
理
解
の
下

で
地
域
移
行
を
進
め
た
い
。

問　

児
童
生
徒
へ
の
支
援

状
況
は
。

答　

入
学
・
卒
業
の
接
続

が
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ

る
よ
う
幼
稚
園
・
保
育
園

で
の
育
ち
の
記
録
な
ど
の

内
容
を
小
学
校
へ
引
き
継

い
で
い
る
ほ
か
、
個
別
の

支
援
計
画
な
ど
の
策
定
、

保
護
者
と
の
面
談
な
ど
に

よ
り
個
の
特
性
に
応
じ
た

適
切
な
支
援
を
行
い
な
が

ら
習
熟
度
授
業
な
ど
を
取

り
入
れ
る
こ
と
で
、
全
教

職
員
が
共
通
理
解
の
も
と

で
組
織
的
に
支
援
が
行
え

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

相
談
支
援
体
制
は
。

答　

作
業
療
法
士
や
言
語

聴
覚
士
が
普
通
学
級
の
授

業
を
参
観
し
、
医
療
的
な

観
点
か
ら
教
員
と
の
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
や
保
護
者
へ

の
説
明
・
助
言
な
ど
に
よ

り
、
児
童
生
徒
に
と
っ
て

適
切
な
支
援
体
制
の
構
築

に
努
め
て
い
る
。

横山議員の一般質問YouTube配信は
5:20:51 から 6:21:00 です。

◆ 

横よ
こ
や
ま山  
清き

よ

美み 
議
員

屈斜路カルデラトレイル

部
活
動
の
地
域
移
行

発

達

障

が

い

特
色
を
生
か
し
た
観
光
振
興
に
注
力
し

人
を
呼
び
込
む
取
組
を
進
め
て
は

「
自
然
」「
町
民
の
人
柄
」「
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
」を

反
映
さ
せ
た
体
験
・
滞
在
型
観
光
を
推
進
し
た
い

問答

観
光
振
興

令和７年５月１日発行 No .２５６び ほ ろ 町 ぎ か い
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問　

ト
レ
イ
ル
ル
ー
ト
の

利
用
者
の
安
全
確
保
の
観

点
か
ら
、
道
し
る
べ
や
休

憩
小
屋
の
設
置
、
草
刈
り
、

監
視
員
の
配
置
、
急
病
・

け
が
人
の
搬
送
方
法
な
ど

の
安
全
対
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

美
幌
町
、
津
別
町
、
大
空

町
の
３
町
で
協
議
し
て
い

る
の
か
。

答　

管
理
運
営
は
美
幌
町
、

津
別
町
、
大
空
町
と
そ
れ

ぞ
れ
の
観
光
物
産
協
会
な

ど
で
構
成
す
る
美
幌
地
区

３
町
広
域
観
光
協
議
会
が

担
っ
て
お
り
、
利
用
の

ル
ー
ル
や
安
全
対
策
な
ど

に
つ
い
て
協
議
会
で
協
議

し
具
体
的
な
対
応
を
行
っ

て
い
る
。
道
し
る
べ
は
昨

年
10
月
の
北
海
道
東
ト
レ

イ
ル
の
全
線
開
通
に
あ
わ

せ
利
用
開
始
と
し
た
こ
と

も
あ
り
、
12
か
所
に
道
し

る
べ
を
設
置
し
て
い
る
が
、

６
月
の
本
格
オ
ー
プ
ン
ま

で
に
は
12
か
所
追
加
し
合

計
24
か
所
を
設
置
し
て
道

迷
い
や
緊
急
時
の
位
置
確

認
に
対
応
で
き
る
よ
う
安

全
性
の
向
上
を
図
り
た
い
。

ま
た
、
警
察
や
消
防
、
自

衛
隊
の
訓
練
に
も
同
行
し
、

携
帯
電
話
の
電
波
状
況
の

確
認
や
緊
急
時
の
対
応
に

つ
い
て
の
情
報
共
有
を

図
っ
て
い
る
。

経
済
効
果
を
も
た
ら
す
施
策
は

問　

素
通
り
観
光
と
な
ら

な
い
よ
う
観
光
客
向
け
の

宿
泊
施
設
の
整
備
や
白
樺

並
木
の
景
観
保
持
な
ど
、

美
幌
町
の
観
光
資
源
を
最

大
限
に
生
か
し
、
経
済
効

果
を
も
た
ら
す
施
策
は
。

答　

「
屈
斜
路
カ
ル
デ
ラ

ト
レ
イ
ル
」
や
「
秀
逸
な

道
の
白
樺
並
木
」
な
ど
新

た
な
観
光
資
源
が
充
実
し

て
き
た
こ
と
か
ら
、
滞
在

型
観
光
を
目
指
し
有
効
に

活
用
し
て
い
く
た
め
に
適

切
な
管
理
を
行
い
、
景
観

を
維
持
す
る
と
と
も
に
、

観
光
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
ほ
か
、
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
含
め
て
様
々
な
媒
体
で

発
信
し
た
い
。

居
住
者
の
誘
導
方
策
は

問　

居
住
者
を
誘
導
す
る

方
策
と
し
て
公
営
住
宅
や

民
間
住
宅
へ
の
転
居
、
新

築
住
宅
の
建
設
、
空
き
家

の
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
が
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
進
め

る
の
か
。

答　

一
つ
目
は
、
近
く
に

住
み
た
く
な
る
視
点
と
し

て
区
域
内
の
利
便
性
向
上

を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、

都
市
機
能
誘
導
区
域
内
へ

の
公
共
施
設
な
ど
の
集
約

化
を
進
め
て
整
備
を
検
討

す
る
こ
と
に
加
え
て
、
都

市
計
画
変
更
に
よ
り
地
域

の
活
性
化
に
資
す
る
企
業

立
地
を
図
り
た
い
。
二
つ

目
は
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
や
空
き
家
対
策
な
ど

の
既
存
制
度
に
つ
い
て
誘

導
区
域
を
重
点
的
に
支
援

す
る
な
ど
の
見
直
し
を
検

討
し
た
い
。

廃
校
の
活
用
は

問　

今
後
、
義
務
教
育
学

校
の
整
備
に
伴
う
統
廃
合

に
よ
り
廃
校
が
発
生
す
る

可
能
性
が
あ
る
が
活
用
策

は
。

答　

学
校
跡
地
に
つ
い
て

も
都
市
機
能
誘
導
区
域
内

に
位
置
す
る
場
合
は
、
今

後
の
公
共
施
設
整
備
の
候

補
地
と
し
て
検
討
し
た
い
。

意
見
の
反
映
は

問　

こ
れ
ま
で
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
で
寄
せ
ら
れ

た
意
見
を
ど
の
よ
う
に
分

析
し
、
各
種
計
画
や
施
策

に
反
映
し
て
い
る
の
か
。

答　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
は

集
約
し
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
分

け
し
て
ま
と
め
、
各
意
見

の
重
要
性
や
合
意
度
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
計
画

や
施
策
に
反
映
す
る
具
体

的
な
提
案
を
検
討
し
て
い

る
。

大原議員の一般質問YouTube配信は
3:10 から 1:03:28 です。

◆ 

大お
お

原は
ら　
昇の

ぼ
る 

議
員

ロマンチック街道

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
計
画

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

屈
斜
路
カ
ル
デ
ラ
ト
レ
イ
ル
の

安
全
対
策
を
３
町
で
協
議
し
て
い
る
の
か

利
用
の
ル
ー
ル
や
安
全
対
策
な
ど
を
協
議
し

道
し
る
べ
の
設
置
な
ど
具
体
的
に
対
応
し
て
い
る

問答

観
光
振
興

令和７年５月１日発行 No .２５６び ほ ろ 町 ぎ か い
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問　

「
自
衛
隊
応
援
日
本

一
」
を
標
榜
す
る
美
幌
町

と
し
て
は
、
さ
ら
な
る
支

援
策
と
し
て
隊
員
と
そ
の

家
族
が
安
心
し
て
美
幌
町

で
生
活
で
き
る
環
境
を

整
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
そ
の
た
め
の
支
援
の

輪
を
全
国
に
い
る
美
幌
の

応
援
団
、
美
幌
駐
屯
地
に

ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
な
ど

幅
広
く
展
開
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
。
第
６
即
応

機
動
連
隊
は
ふ
く
ろ
う
が

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
識
別
帽

（
キ
ャ
ッ
プ
）
を
か
ぶ
ら

れ
て
い
る
が
、
魅
力
あ
る

グ
ッ
ズ
を
美
幌
駐
屯
地
と

町
が
共
同
で
開
発
し
美
幌

駐
屯
地
関
連
の
グ
ッ
ズ
と

し
て
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
に
加
え
る
こ
と
も
支

援
の
一
つ
に
な
る
の
で
は
。

答　

美
幌
駐
屯
地
関
連

グ
ッ
ズ
を
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
と
す
る
取
組
に

つ
い
て
、
美
幌
駐
屯
地
及

び
美
幌
町
の
魅
力
を
広
く

発
信
す
る
観
点
か
ら
も
大

変
意
義
の
あ
る
こ
と
と
考

え
て
お
り
、
美
幌
駐
屯
地

が
ご
協
力
い
た
だ
け
る
範

囲
の
確
認
や
ご
意
向
を
伺

い
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
に
お
け
る
地
場

産
品
基
準
へ
の
適
合
に
関

し
て
総
務
省
に
確
認
す
る

な
ど
、
実
現
可
能
性
を
研

究
し
て
ま
い
り
た
い
。

ど
こ
シ
ル
伝
言
板
の
導
入
は

問　

認
知
症
高
齢
者
の
安

全
確
保
と
そ
の
家
族
の
身

体
的
、
精
神
的
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
と
し
て
、
認
知
症
高

齢
者
・
障
が
い
者
等
保
護

情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス
、
通

称
「
ど
こ
シ
ル
伝
言
板
」

が
あ
る
。
事
前
に
保
護
対

象
者
の
衣
服
な
ど
に
専

用
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ラ
ベ
ル

を
貼
り
付
け
、
発
見
者

が
そ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
こ
と
で
、
保
護
対

象
者
の
家
族
へ
瞬
時
に
発

見
通
知
メ
ー
ル
が
送
信
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
24
時

間
３
６
５
日
、
い
つ
で
も

連
絡
が
可
能
で
個
人
情
報

の
記
載
も
不
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
衣
服
や
バ
ッ
グ
、

帽
子
な
ど
普
段
身
に
つ
け

て
い
る
も
の
に
貼
っ
て
お

く
こ
と
で
、
発
見
者
が
声

を
か
け
や
す
く
な
る
。
個

人
情
報
を
一
切
使
用
し
な

い
た
め
、
情
報
漏
洩
の
リ

ス
ク
も
低
減
さ
れ
る
。
あ

わ
せ
て
要
支
援
者
の
方
も

こ
の
ラ
ベ
ル
と
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
を
併
用
す
る
こ
と

で
、
本
人
や
家
族
の
安
心

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
美
幌

町
で
、
安
心
し
て
生
活
が

で
き
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
ど
こ
シ
ル
伝
言
板

導
入
の
考
え
は
。

答　

美
幌
町
で
は
、
美
幌

町
自
治
会
連
合
会
が
75
歳

以
上
の
方
に
配
布
し
て
い

る
「
家
族
安
心
カ
ー
ド
」

に
よ
る
日
頃
か
ら
の
地
域

で
の
見
守
り
活
動
が
行
わ

れ
て
お
り
、
ま
た
、
町

が
実
施
し
て
い
る
Ｓ
Ｏ

Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
あ
ん

し
ん
ネ
ッ
ト
び
ほ
ろ
」
に

よ
る
関
係
機
関
、
協
力
会

員
へ
の
情
報
共
有
や
「
位

置
情
報
検
索
機
器
（
Ｇ
Ｐ

Ｓ
）
」
の
貸
し
出
し
な
ど

に
よ
り
行
方
不
明
時
の
対

策
を
行
っ
て
お
り
、
認
知

症
高
齢
者
の
捜
索
に
お
い

て
機
能
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
「
ど
こ
シ

ル
伝
言
板
」
の
導
入
は
考

え
て
い
な
い
。
し
か
し
、

認
知
症
高
齢
者
の
徘
徊
な

ど
に
対
す
る
取
組
は
よ
り

重
要
性
を
増
す
こ
と
か
ら
、

地
域
全
体
で
認
知
症
の
方

を
支
え
る
取
組
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
。

稲垣議員の一般質問YouTube配信は
1:20:16 から 2:18:26 です。

◆ 

稲い
な

垣が
き  
淳じ

ゅ
ん

一い
ち 

議
員

見

守

り

対

策

美
幌
駐
屯
地
関
連
の
グ
ッ
ズ
を

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
加
え
て
は

美
幌
駐
屯
地
の
意
向
を
伺
い
な
が
ら

実
現
可
能
性
を
研
究
し
た
い

問答

美
幌
駐
屯
地

支

援

令和７年５月１日発行 No .２５６び ほ ろ 町 ぎ か い
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問　

全
道
、
全
国
的
に
ク

マ
を
は
じ
め
と
し
た
有
害

鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
報
道

さ
れ
て
お
り
、
中
に
は
人

的
被
害
も
多
数
報
告
さ
れ

て
い
る
。
美
幌
町
で
は
幸

い
に
も
有
害
鳥
獣
に
よ
る

人
的
被
害
は
報
告
さ
れ
て

い
な
い
が
、
シ
カ
に
よ
る

農
作
物
被
害
が
頻
繁
に
発

生
し
て
い
る
と
お
聞
き
し

て
い
る
。
シ
カ
対
策
と
し

て
シ
カ
柵
が
設
置
さ
れ
て

い
る
の
は
承
知
し
て
い
る

が
、
現
在
の
耕
作
地
や
農

作
物
へ
の
被
害
状
況
と
予

防
対
策
は
。

答　

エ
ゾ
シ
カ
の
被
害

状
況
と
し
て
は
平
成
６

年
の
被
害
面
積
２
８
１
ヘ

ク
タ
ー
ル
・
被
害
金
額

１
億
８
２
０
０
万
円
を
ピ
ー

ク
に
、
平
成
12
年
～
14
年

に
「
エ
ゾ
シ
カ
侵
入
防
止

対
策
事
業
」
で
シ
カ
柵
が
設

置
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
被

害
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ

り
、
令
和
元
年
の
被
害
面
積

27
ヘ
ク
タ
ー
ル
・
被
害
金
額

１
８
０
０
万
円
ま
で
減
少
し

た
。
そ
の
後
増
加
に
転
じ
、

直
近
で
は
令
和
５
年
に
被
害

面
積
55
ヘ
ク
タ
ー
ル
・
被
害

金
額
３
８
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
北
海
道
猟
友
会
美

幌
支
部
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
「
美
幌
町
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
員
」
を
組
織
し
有
害

鳥
獣
駆
除
を
実
施
し
て
お
り
、

春
・
夏
・
秋
の
一
斉
駆
除
及

び
４
月
か
ら
９
月
の
有
害
鳥

獣
駆
除
期
間
に
毎
年
５
０
０

頭
か
ら
６
０
０
頭
を
駆
除
し

て
い
る
。
ま
た
、
国
の
「
鳥

獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事

業
」
を
活
用
し
、
令
和
５
年

～
６
年
に
は
54
戸
の
農
業
者

が
４
３
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
電

気
柵
を
導
入
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
同
対
策
事
業
を
活
用

し
、
ヒ
グ
マ
用
は
こ
わ
な
製

作
・
エ
ゾ
シ
カ
用
く
く
り
わ

な
を
年
次
的
に
購
入
し
、
有

害
鳥
獣
駆
除
に
対
応
し
て
い

る
。

関
係
機
関
と
の
協
力
状
況
は

問　

近
年
、
ク
マ
駆
除
を

め
ぐ
り
、
現
場
で
の
駆
除

方
法
、
責
任
の
所
在
、
駆

除
出
動
費
な
ど
で
自
治
体

と
猟
友
会
と
の
確
執
が
報

道
さ
れ
て
い
る
。
美
幌
町

に
お
け
る
警
察
・
猟
友
会

な
ど
の
関
係
機
関
と
の
協

力
状
況
は
。
ま
た
、
ハ
ン

タ
ー
の
充
足
状
況
及
び
ハ

ン
タ
ー
の
育
成
も
含
め
た

今
後
の
対
策
は
。

答　

近
年
、
北
海
道
内
で

ヒ
グ
マ
の
駆
除
を
巡
り
、

猟
銃
発
砲
時
の
法
的
責
任

の
所
在
や
地
元
猟
友
会
と

報
酬
額
な
ど
で
駆
除
要
請

を
辞
退
す
る
な
ど
の
問
題

が
生
じ
て
い
る
が
、
美
幌

町
で
は
北
海
道
猟
友
会
美

幌
支
部
の
皆
さ
ま
の
協
力

の
下
、
今
年
度
は
８
頭
の

ヒ
グ
マ
を
箱
わ
な
や
銃
器

に
よ
り
捕
獲
、
駆
除
し
て

お
り
、
来
年
度
も
引
き
続

き
ご
協
力
い
た
だ
け
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

市
町
村
、
北
海
道
猟
友
会
、

北
海
道
警
察
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
総
合
振
興
局
、
農
業
協

同
組
合
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振

興
局
管
内
エ
ゾ
シ
カ
・
ヒ

グ
マ
対
策
連
絡
協
議
会
」

地
域
実
務
者
会
議
な
ど
に

お
い
て
、
ヒ
グ
マ
捕
獲
強

化
に
向
け
た
意
見
交
換
な

ど
を
行
い
、
有
害
鳥
獣
対

策
の
現
状
な
ど
の
情
報
を

共
有
し
て
い
る
。
駆
除
ハ

ン
タ
ー
の
充
足
状
況
に
つ

い
て
、
北
海
道
猟
友
会
美

幌
支
部
の
会
員
数
は
45
名

程
度
で
推
移
し
て
い
る
が
、

新
年
度
予
算
に
お
い
て
出

動
報
酬
及
び
有
害
鳥
獣
駆

除
奨
励
金
の
額
の
引
き
上

げ
を
行
い
、
狩
猟
免
許
な

ど
の
取
得
に
要
す
る
経
費

に
つ
い
て
支
援
し
て
ま
い

り
た
い
。

髙橋議員の一般質問YouTube配信は
3:30:15 から 4:16:00 です。

◆ 

髙た
か

橋は
し  
秀ひ

で
あ
き明 

議
員

はこわな

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
予
防
対
策
は

一
斉
駆
除
、
有
害
鳥
獣
駆
除
期
間
の
駆
除
、

電
気
柵
の
導
入
、
は
こ
わ
な
な
ど
で
対
応
し
て
い
る

問答

有
害
鳥
獣

駆
除
対
策
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問　

１
市
５
町
に
よ
る
斜

網
地
区
広
域
処
理
計
画
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
法

的
に
は
美
幌
町
の
単
独
処

理
で
も
補
助
対
象
と
な
る

の
か
。
ま
た
、
受
益
者
負

担
が
軽
く
な
る
と
の
見
解

で
広
域
処
理
を
進
め
て
い

る
と
思
う
が
町
の
見
解
は
。

答　

国
の
通
知
で
は
平
成

９
年
に
北
海
道
が
策
定
し

た
「
ご
み
処
理
の
広
域
化

計
画
」
に
基
づ
く
広
域
ブ

ロ
ッ
ク
で
の
整
備
を
検
討

す
る
こ
と
が
、
国
の
循
環

型
社
会
形
成
推
進
交
付
金

対
象
事
業
の
要
件
と
な
る

こ
と
と
し
て
令
和
元
年
度

よ
り
取
扱
い
が
変
更
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
斜
網
地

区
廃
棄
物
処
理
広
域
化
推

進
協
議
会
で
は
、
ご
み
処

理
施
設
の
老
朽
化
や
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
の

ひ
っ
迫
、
今
後
の
人
口
減

少
や
ご
み
処
理
に
か
か
る

人
材
確
保
、
施
設
・
設
備

の
更
新
と
処
理
費
用
の
抑

制
な
ど
課
題
へ
の
対
応
が

同
時
期
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
整
備
を
検
討
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

処
理
方
式
の
検
証
は

問　

メ
タ
ン
コ
ン
バ
イ
ン
ド

方
式
を
導
入
し
て
い
る
自

治
体
は
全
国
で
も
７
件
の

み
と
少
な
く
道
内
で
の
導

入
実
績
は
な
い
。
施
設
建

設
費
は
当
初
の
93
億
円
か

ら
最
大
１
６
５
億
円
へ
と

８
割
増
に
な
っ
た
が
、
検

証
委
員
会
な
ど
で
処
理
方

式
の
変
更
と
設
備
費
増
額

の
検
証
は
さ
れ
た
の
か
。

答　

新
た
な
建
設
候
補
地

の
有
無
を
検
討
す
る
に
あ

た
り
、
メ
タ
ン
コ
ン
バ
イ

ン
ド
方
式
か
ら
処
理
方
法

が
変
更
と
な
る
可
能
性
も

含
め
て
再
検
討
を
行
う
こ

と
と
さ
れ
た
。
中
間
処
理

施
設
建
設
予
定
地
検
証
委

員
会
を
１
月
に
設
置
し
た

が
、
メ
タ
ン
コ
ン
バ
イ
ン

ド
処
理
方
式
の
検
証
は
実

施
し
て
い
な
い
。

関
係
市
町
長
の
総
括
は

問　

大
空
町
東
藻
琴
の
中

間
処
理
施
設
建
設
計
画
は

地
元
住
民
か
ら
中
間
処
理

施
設
建
設
地
の
再
検
討
を

求
め
る
動
き
も
あ
る
中
で

進
め
ら
れ
た
が
、
１
市
５

町
の
市
町
長
は
ど
の
よ
う

に
総
括
し
て
い
る
の
か
。

答　

現
在
、
委
員
会
に
て

検
証
中
で
あ
る
の
で
ご
理

解
を
お
願
い
し
た
い
。

ご
み
減
量
化
の
取
組
は

問　
「
分
け
れ
ば
資
源
、
混

ぜ
れ
ば
ご
み
」
と
の
原
則

に
立
ち
、
徹
底
し
た
分
別

を
行
う
こ
と
で
ご
み
の
減

量
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

広
域
処
理
以
前
に
生
ご
み

を
中
心
に
徹
底
し
た
減
量

に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

答　

平
成
３
年
度
か
ら
実

施
し
た
コ
ン
ポ
ス
ト
購
入

補
助
は
平
成
８
年
度
に
、

平
成
17
年
度
か
ら
実
施
し

た
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

購
入
補
助
は
平
成
19
年
度

に
、
そ
れ
ぞ
れ
申
込
件
数

が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
事

業
を
中
止
し
て
い
る
。
し

か
し
、
家
庭
ご
み
の
量
は

減
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て

お
り
、
生
ご
み
を
含
め
た

ご
み
の
減
量
化
に
努
め
た

い
。

入
学
祝
い
金
の
創
設
を

問　

新
１
年
生
の
入
学
に

あ
た
っ
て
、
小
学
生
に
は

入
学
祝
い
金
、
中
学
生
に

は
制
服
代
の
一
部
と
し
て

入
学
祝
い
金
を
支
給
す
る

制
度
を
創
設
し
て
は
。

答　

今
後
も
限
ら
れ
た
財

源
を
有
効
に
活
用
し
な
が

ら
、
次
代
を
担
う
子
供
た

ち
へ
の
支
援
に
つ
い
て
何

が
効
果
的
な
の
か
を
見
極

め
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

大江議員の一般質問YouTube配信は
4:30:15 から 5:30:51 です。

◆ 

大お
お

江え  
道み

ち

男お 
議
員

教

育

行

政

法
的
に
は
美
幌
町
の
単
独
処
理
で
も補

助
対
象
と
な
る
の
か

広
域
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
整
備
を
検
討
す
る
こ
と
が

国
の
交
付
金
対
象
事
業
の
要
件
と
な
る

問答

ご
み
処
理

広

域

化
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３月定例会 経済教育常任委員会と議会運営委員会が事務調査結果を報告
経済教育常任委員会（稲垣・木村・吉住・髙橋・横山・宮崎）
が事務調査結果を報告しました。その概要をお知らせします。

議会運営委員会（上杉・伊藤・松浦・藤原・馬場・横山）が
事務調査結果を報告しました。その概要をお知らせします。

全文はＱＲコードからアクセスできます。　全文はこちら↑

全文はＱＲコードからアクセスできます。　全文はこちら↑

■外国人労働者の雇用
　美幌町においては、令和２年度から技能実習生に日本文化を体験してもらう「多文化共生推進事業」が行われ
ており、このプログラムでは、技能実習生が書道、日本舞踊、和太鼓演奏などの伝統的な文化に触れ、日本や
美幌町を身近に感じる機会の提供に努めているが、外国人労働者の雇用に関する支援等は行っていないのが現状
である。
　今後も全国各地において生産年齢人口の減少は続くものと見込まれ、労働力不足を補うためには外国人労働
者の雇用は重要なポイントになると思われるが、美幌町においても外国人労働者の確保に積極的に取り組み、併せて外国人労働者の確保に向けた美幌
町と企業側の体制づくりに取り組むべきである。特に、最大の課題である「住宅確保」については、空室となっている「公営住宅」や「教員住宅」等
の活用による支援を早急に行うべきである。
　今後においても労働者不足が想定される中、日本人労働者の確保を図りつつ、併せて外国人労働者の雇用に取り組むべきと考えるが、外国人労働者
の雇用に関しては人手不足を補う単なる労働力としてではなく、長期間の滞在・就労が可能であり企業側にとっても良きビジネスパートナーとなり得る、
在留資格の中の「永住者」あるいは「定住者」の雇用が望ましいと考える。そのためにも「住宅確保」に関する支援のほか、様々な分野における多
言語表示の充実などにより「安心して住むことができるまち」に向けた環境整備を図るべきである。

■企業誘致
　美幌町においては、太陽光や地熱などの再生可能エネルギーのポテンシャルを有していることから、企業誘致を推進するに当たっては、再生可能エ
ネルギーの活用に関する補助制度の創設など、企業誘致へ向けた環境整備を行うとともに、特に、太陽光を活用することで「自社電力を削減できる」
ことを前面に打ち出した企業誘致にいち早く取り組むべきである。併せて「北海道美幌町企業立地ガイドブック」に記載されている「抜群の交通アクセ
ス」「地震などの自然災害による被害の少なさ」など、魅力ある地域性を訴え、トップセールスによる“熱意溢れる”企業誘致の推進を図るべきである。
　また、美幌町においても、約６年後には廃校が生じることが想定されるが「廃校の利活用」に当たっては、白老町を例とした「企業誘致による利活用」
が最も有効な手段の一つと考える。そのためには、初期投資が安く、スピード立地が可能な「廃校」の優位性を訴えるとともに、今後廃校となる校舎
施設等の有利性や地域の利便性を見出して全国に配信する必要があると考えるが、美幌町としての今後の方向性やテーマ、コンセプトをしっかり固め、
それをはっきり示した上で、早め早めにアプローチを行うことが必須であると考える。
　今後整備される予定である義務教育学校の整備に伴い美幌町公共施設等総合管理計画を見直すとともに、財政負担の軽減・平準化を図る上からも、
廃校については誘致企業への譲渡に向けた取り組みについて推進を図り、他町などの事例について研究し「廃校を活用した企業誘致」の推進を図るべ
きである。

■議会広報
１　議会広報びほろ町ぎかい（議会だより）のリニューアルなど
（１）編集方針及びテーマ

編集方針を『～町民に読まれる議会広報を目指して～』、テーマを「読みやすい紙面」「町民参
加の紙面」「見出し・写真で分かる紙面」とする。

（２）一般質問の原稿作成
一般質問をした議員自ら再質問・再答弁を含め原稿を作成すべきである。

（３）特集ページ（コーナー）の創設
町民登場コーナー、定例会などの議案における質疑などを掲載する。

２　議員の各委員会などの出欠状況の掲載
３　委員会の設置
リニューアル項目を実行するに当たっては相当の時間を要すると思われるため、各常任委員会などの改選にあわせて６名以内で「特別委
員会」を設置し、常任委員会への移行を含め、広報編集のあり方等を調査研究すべきである。

■会議時間の変更
　会議規則を改正し、令和７年４月１日から「会議時間は午前９時３０分から午後４時３０分まで」に変更すべきである。

■議場への飲物の持込
　令和７年４月１日から体調管理のための水分補給を議場で認めるのが適当である。
　持込を認める飲物の形状はペットボトルやマイボトルなどの蓋つきの密閉容器とし、飲物の種類は水またはお茶とする。説明員も同様とする
ほか、飲食が禁止されている傍聴人についても体調管理のための水分補給を認め、傍聴規則を改正する。

■全員協議会のインターネット中継
　開かれた議会を目指すには、議会活動をより積極的に公開し、町民への情報提供の充実に努めることが求められるため、議案の審査又は議
会の運営に関し、協議又は調整を行うための場である全員協議会について、令和７年４月１日からインターネットを利用した議会中継（ライブ
及び録画中継）を行うことが望ましい。

上
うえすぎ
杉委員長

稲
いながき
垣委員長
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こんなことを決めました

▼
３
月
４
日
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
定
例
会
も
３
月
19
日
を

も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

▼
令
和
５
年
に
改
選
し
ま
し

た
第
20
期
の
議
員
も
折
り
返

し
と
な
り
ま
し
た
。
後
期
の

２
年
、
議
会
、
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
諸
課
題
の
解
決
に

向
け
て
進
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

▼
令
和
６
年
９
月
よ
り
国
保

病
院
で
も
白
内
障
手
術
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
３
月

末
ま
で
に
50
人
が
手
術
を
受

け
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
は

１
８
０
人
が
施
術
す
る
予
定

で
す
。
身
近
に
あ
る
病
院
で

手
術
で
き
る
こ
と
で
患
者
様

の
通
院
負
担
が
減
り
、
大
変

好
評
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

▼
議
会
広
報
紙
を
町
民
の
皆

さ
ま
に
手
に
取
っ
て
読
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
新
年
度
よ

り
特
別
委
員
会
を
設
置
し
検

討
す
る
予
定
で
す
。

（
伸
司
）

あ
と
が
き

委 員 長   上　杉　晃　央
副委員長   伊　藤　伸　司
委　　員   馬　場　博　美
委　　員   横　山　清　美
委　　員   藤　原　公　一
委　　員   松　浦　和　浩

議会運営委員会

議会を傍聴しませんか

本会議の会議時間を変更しました 議会傍聴の際の水分補給が可能になりました

議会報告会を開催しました

議会ホームページもご覧ください
　定例会は年４回（３月・６月・９月・12月）開かれ、
議場入口にある受付票に住所と氏名を記入いただけ
れば、どなたでも議会を傍聴できます。

　定例会及び臨時会の会議時間については「午前
10時から午後４時まで」としておりましたが、円
滑な議事運営を図るため、令和７年４月から「午前
９時30分から午後４時30分まで」に変更しました。
皆さまのご理解とご協力を
お願いいたします。

　これまで傍聴席では飲食ができませんでしたが、議
会傍聴規則の改正により、令和７年４月から体調管理
のため水またはお茶の水分補給が可能になりました。
■飲物は各自ご持参ください。
■�水筒やペットボトルなど、ふた付きの
容器に入れてお持ちください。
■�音を立てるなど審議の妨げとなる行為
はお控えください。
■�議場内では議員及び説明員（職員）な
ども飲水しますのでご了承ください。

　２月６日、町民会館１階小ホールで開催し、６名の方にご参加いただきました。
ご参加いただきました皆さま、ありがとうございました。
　ご意見・ご要望のありました内容の一部をご紹介します。
■民生委員のなり手が不足している
■議会での議論が町政に反映した実感は
■美幌町の財政状況は
　ご意見・ご要望を精査して、担当常任委員会での検討など議会活動の充実強化
に努めてまいります。

「本会議開会中のライブ中継」や常任委員会の開催
日などもお知らせしています。
美幌町ホームページから「美幌町議会」をご覧くだ
さい。

３月定例会の傍聴者は７名でした。
みなさまの傍聴をお待ちしております。

日程が正式に決まり次第、町のホームページなどでお知らせします。

６月定例会は６月17日(火)頃から開かれる予定です。
QRコードから
アクセスできます

2月臨時会
損害賠償の額の決定及び和解

補 正 予 算

■損害賠償の額の決定及び和解
　令和５年１月６日、町道第２号において発生したロータリー除雪車の事故　
　………………………………………………… 損害賠償額160万6,799円
■一般会計補正予算（第７号）
　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業として、住民非課税世帯等
に対する臨時特別給付金事業ほか……………… 2億544万8千円の増額など

原案どおり可決しました。主な内容は次のとおりです。
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